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野尻湖産ナウマンゾウ臼歯の形態と変異
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I．はじめに

長野県上水内郡信濃町野尻，立が鼻の野尻湖底では，

1962年以来発掘が続けられ，多くの専門分野の調査が

総合的に行われている(図1)。第1次から10次発掘ま

での脊椎動物化石に関する成果は,KameiandTar-

uno(1973),古脊椎動物グループ(1975a, 1975b),犬

塚ほか(1975), Inuzukaetal (1975),中村(1975),

亀井･野尻湖発掘調査団（1976)，河村･野尻湖哺乳類

グループ（1979, 1980)，小野寺･野尻湖哺乳類グルー

プ（1980)，小野(1980),野尻湖哺乳類グループ

(1980, 1984a, 1984b, 1987, 1990),三島・野尻湖哺

乳類グループ(1990)などによって報告されている。

本報告では，第10次発掘までに産出した脊椎動物化

石のうち， とくにナウマンゾウ臼歯についてその産出

層準，計測値，変異の幅などを報告する。また瀬戸内

海産や日本海産の標本などとの比較をおこない， 日本

産ナウマンゾウの臼歯の変異幅を明らかにする。野尻

湖からのナウマンゾウ化石は，同一地域からの， しか

も地質学的にはほぼ同一時間における化石である。こ

の点で，野尻湖産の標本群はナウマンゾウ臼歯にみら

れる変異の検討において最良の標本群であると考えら

れ，その意義はきわめて重要である。

なお，今回報告する野尻湖産の標本は，第10次発掘

までの発掘参加者によって発掘され，野尻湖哺乳類グ

ループによってクリーニング・強化されたものである。
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地形図は，国土地理院発行の2万5千分の1

地形図「信濃柏原」を使用した。

図2立が鼻発掘地の層序

野尻湖地質グループ（1990）より引用
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表l 野尻湖産ナウマンゾウ上顎臼歯の計測値
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ここでは，検討に使用したおもな臼歯化石63点の産

出層準を計測値表（表1， 2）のなかで示した。

11．産出層準

発掘地付近には，下位より基盤となる凝灰角礫岩，

貫ノ木層，野尻湖層の順で分布している(図2)。この

うち，多くの脊椎動物化石を産出するのは，野尻湖層

である。野尻湖層は，下位より下部野尻湖層，中部野

尻湖層，上部野尻湖層に区分されている（野尻湖発掘

調査団， 1975；野尻湖地質グループ， 1987)。下部野尻

湖層は， さらに下位より1, 11, 111, (1V)に，中部野

尻湖層と上部野尻湖層は, 1, 11, 111にそれぞれ細分

されている。これまで数多く測定されている'4C年代

測定値から野尻湖層の年代は，下部野尻湖層1I1の上半

部が約3.5～2.6万年前，中部野尻湖層が約2.6～2.5万

年前,上部野尻湖層が約2.4～1万年前と推定されてい

る（野尻湖地質グループ, 1990)。

第10次発掘までに脊椎動物化石は，破片も含めると

1万点以上が産出している。これらの層準別の産出点

数をみると，上部野尻湖層I, 中部野尻湖層1 ･ 11,

下部野尻湖層11Iなどから多く産出している。この傾向

は，臼歯化石についても同様である。

1I1．計測値と変異

第1～10次野尻湖発掘までに得られた標本のうちで，

非常に保存の悪いものや咬板が数枚以下のものを除い

たおもな臼歯化石の計測値を，表1， 2にあげる。計

測法は，基本的には古脊椎動物グループ(1975a)に従

ったが，エナメル質の厚さに関しては最小の厚さでは

なく，最も平均的と思われる部分の厚さを計測した。

a)咬板数

野尻湖産の臼歯の各歯種における最大咬板数を咬板

蕊謡藍鮎欝鱸懲蝿I摺二
5703,図版X-3),上顎第2大臼歯13:(4N13-1=
4008,図版V-4,7NIIIZ9-21, 図版V1-1,8NIIIU15

-6,図版VI-2),下顎蕊2大臼鎧堵(8NIIIJ28-
3，図版皿－4)，下顎第1大臼歯5－回-う下顎第4乳臼歯
3+,下顎第3乳臼歯+4:(7NTIID19-7,図版XIII-
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表2野尻湖産ナウマンゾウ下顎臼歯の計測値
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*** 2cmで計測して5倍した。

B1,図版1-3)で324mm,上顎第2大臼歯では咬板

が12枚残存する標本(6NIIIZ4-44)で260mm,下顎

第3大臼歯では咬板が15号枚残存する標本(7Nm
Y14-31,図版Ⅵ1-3)で364mm,下顎第2大臼歯では

咬板がす-吟残る完全な臼歯(8NmJ28-3, 図版Ⅲ
－4）で252mmであった。

また，上下顎臼歯ともに咬板が20枚残っている完全

な臼歯は， 16～18枚の咬板が残存している臼歯よりも

小型の傾向がみられた。

c)歯冠幅

各歯種の歯冠幅の値は，上顎第3大臼歯でレンジ68

二93(平均82.7)mm,上顎第2大臼歯でレンジ58-78

7)，下顎第2乳臼歯4 (9NIG9-23,図版XIII-8)であ

る。ただし，上顎第3大臼歯では，完全な臼歯であり

ながら18=(3ND3-5=3006,図版1-2)がある｡こ
のことから，少なくとも上顎第3大臼歯の咬板数は，

副咬板を除いて18-20枚程度の変異があると思われる。

この他の歯種では保存のよい標本が産出していない。

以上の結果から得られる野尻湖産のナウマンゾウの咬

板式は， ； ： ‘＃：3?÷： 5'十零濟葬0である。
b)歯冠長

歯冠長は，咬耗によって変化するので，値として取

扱いにくい。第3と第2大臼歯における最大歯冠長は，

上顎第3大臼歯では咬板が18枚残存する標本（74試

－9－



mm(平均71.1mm),下甑第3大日鮒でレンジ58-96

mm(平均77.89mm),下顎第2大臼歯でレンジ59-79

mm(平均67.9mm)であった。

レンジでは，第3，第2大臼歯ともに上顎よりも下

顎で最大値が大きかった力計，平均値では上顎臼歯が大

きい値を示した。

d)エナメル質厚

各歯種のエナメル質厚の値は，上顎第3大臼歯でレ

ンジ16-3.1mm(平均2.61mm),上顎第2大臼歯で

レンジ2-3.1mm(平均2.57mm),下顎第3大臼歯で

レンジ1.8-3.5mm(平均2.73mm),下顎第2大臼歯

でレンジ19-2.9mm(平均2.37mm)であった。

以上の値をみると，上下顎臼歯の差はみられない。

第3大臼歯のほうが第2大臼歯よりも厚い傾向にある

が，個々の臼歯では逆の場合もありエナメル質の厚さ

が第2大臼歯と第3大臼歯の判定には使用できないこ

とが伺える。

e)歯冠高

歯冠高も歯冠長と同様に，咬耗によってその値が減

少しやすい。図3には,Laws(1966)のアフリカゾウ

の臼歯の年齢査定をもとに検討した臼歯の咬耗ステー

ジごとの歯冠高を示した。それによれば，ステージ15

-19付近では歯冠高は大きな値を示すが,ステージ26-

27では値が減少していること力:読み取れる。これは，

ステージ25以前ではまだ未咬耗の咬板力罰残っているが，

これ以降ではすべて咬板が咬耗しており，歯の高さが

減少する一方であるからである。

野尻湖産臼歯のレンジは，上顎臼歯より下顎臼歯で

狭い。本来の歯冠高を比較的よく残していると思われ

るステージ19-25までのレンジは，上顎第3大臼歯で

176-258mm(平均217.8mm),下顎第3大臼歯では155

-175mm(平均166.8mm)である。

f)咬板頻度

各歯種ごとの咬板頻度の値は，上顎第3大臼歯でレ

ンジ5－8 （平均62)，上顎第2大臼歯でレンジ5－

7 （平均6.1)，下顎第3大臼歯でレンジ4－7 （平均

5.2)，下顎第2大臼歯でレンジ5－6．5（平均5.6）で

あった。

以上の結果からわかるように咬板頻度は，従来いわ

れているように上顎が下顎よりも高く，第3大臼歯が

第2大臼歯よりも低いことがわかる。

g)その他

ここでは，以上の計測値とは別に，野尻湖標本で観

察された上下顎あるいは歯種による臼歯の形態的相違

や，咬耗による変化などを述べる。

全体の大きさに関しては，著しく大型の標本は観察

されなかったが，小型の標本は観察された(7411k排-

1, 7411h-1)｡

菱形歯湾illlは，上顎第3大臼歯ではほとんどみられ

ず， また下顎第3大臼歯でも発達は非常に悪い。第2

大臼歯は，第3大臼歯よりもやや発達する傾向にある。

このことは，樽野（1988）も指摘している。また，菱

rnm
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０
０

0

200

0

表3 野尻湖産第2 ． 3大臼歯の計測値のレンジ，平

均，標準偏差
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咬耗段階別の歯冠高（ステージ17-27）

○：上顎臼歯●：下顎臼歯

ステージ(st)は, Laws (1966)に従った。

図3

顎
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形歯突起のみられる場所も上顎歯では近心の2枚目ま

での咬耗をはじめた直後にやや強くみられるが，下顎

歯では上顎歯よりもさらに咬耗の進んだ場所で菱形歯

突起が明瞭となり，遠心部まで菱形歯突起は，観察さ

れるという相違がみられる。

エナメル輪の形では，上顎歯は咬耗が進んでも菱形

にはならない。下顎歯では，咬耗がかなり進んだ咬板

では菱形の形態をなす。下顎歯の菱形の形態は，第3

大臼歯ではステージ27以降でみられる。

エナメル摺曲は，微小なもの力罫密に配列するのが観

察されたが， よく発達したものが，疎らに配列するよ

うなものはみられなかった。第3大臼歯でより第2大

臼歯でやや発達するものがみられた。

咬合面あるいは歯根側からみて臼歯が比較的強く湾

曲しているものは，咬耗の進んだ標本（第3大臼歯で

はステージ26以降）にみられた。これは，本来臼歯の

歯頚部付近が，それより咬合面側よりも湾曲が強いこ

とに起因する見かけ状の現象である。

咬合面自体は，通常上顎歯では凸湾し，下顎歯では

凹湾しているとされる。しかし咬耗が進んだステージ

27以降では上顎歯でも凹湾したり，ねじれが生じたり

する。これは下顎歯においても同様である。

結節の数は，近一中位の咬板では6－7個であるが

最遠心部では4個となる。した力寸って，咬耗が中程度

に進んだ標本では遠心に結節が6－7個観察されるが，

最遠心の咬板まで咬耗の進んだ臼歯では近心部の咬板

はすべて結節が咬耗してしまい，最遠心部の4つの結

節（エナメル環）のみが観察されるようになる。

世後期の資料をもちいて検討した亀井（1967）によっ

ては-; : ; :ff: i::W二鵲が,おもに瀬戸内海
の釈迦が鼻沖産標本を扱ったHasegawa(1972)によ

っては: : : : 1H::筈器が,同じく瀬戸内海の
備讃瀬戸産の標本を扱った樽野（1988）によっては

； ：弾:＃&土:雛:雛が,述べられた｡こ
れらの値は類似しているが，一致はしていない。そこ

でつぎに，野尻湖産の結果を含めて日本各地から産出

しているナウマンゾウの臼歯を再検討し，その咬板式

をあらためて提起したい。ここでいう咬板数は，副咬

板の数は除いた数である。

まず，第2乳臼歯では，北九州市平尾台青龍窟産の

頭骨化石に植立していた上下顎4本（長谷川ほか，

1980)と野尻湖産の1本(野尻湖哺乳類グループ,1987）

があるのみである。これらは，いずれも4枚の咬板か

らなっている。このことから，ナウマンゾウの第2乳

臼歯の咬板数は上下とも4と考えられる。

第3乳臼歯は，静岡県引佐郡引佐町谷下産（高井ほ

か， 1958)。釈迦が鼻沖産,青龍窟産の標本,備讃瀬戸

産，野尻湖産（野尻湖哺乳類グルーズ1980）で報告

されている。これらのなかで最も完全な標本は，谷下

産の標本である。この標本は，下顎臼歯であるが，そ

の咬板数は8である。ただし，備讃瀬戸産の臼歯のな

かには，上下顎ともに7枚の咬板が残存する標本がみ

られる。これらは，遠心部の形態から， 8枚以上の咬

板を有していた可能性もある。

第4乳臼歯は，香川県沖の瀬戸内海(Shikama,

1965)，釈迦が鼻沖産，備讃瀬戸産などが知られてい

る。これらのうちで最も保存良好な標本は，釈迦が鼻

沖産の下顎臼歯で， 11枚の咬板が残存している。

第1大臼歯は，富山県祖山産(Matsumoto, 1929),

青森県七戸町産（徳永, 1936;TokunagaandTakai,

1936)，釈迦が鼻沖産，備讃瀬戸産，千葉県印旛沼産

(Hasegawa,1972),野尻湖産などが知られている。こ

れらのうち，もっとも咬板数の多い標本は,Hasegawa

(1972）の報告した釈迦が鼻沖産の下顎臼歯

(NSM14171)の13枚の咬板数である。しかし，この標

本は，遠心にさらに咬板が数枚続くと考えられること

から，第2大臼歯と考えるのが自然である。この他の

標本では，上下顎ともに11あるいは12枚の咬板が残存
している例が，報告されている。

第2大臼歯では，各地からの報告がある。そのおも

なものは，北海道広尾郡忠類村産（亀井ほか， 1971 ；

亀井， 1978)，釈迦が鼻沖産，備讃瀬戸産，野尻湖産な
どが知られている。

これらの標本のなかでは，前述したように野尻湖産

の上顎臼歯で'3÷が,下顎臼歯で謀4÷が存在する。
釈迦が鼻沖産の標本においても上顎臼歯で13枚の咬板

Ⅳ考察

1）野尻湖産ナウマンゾウ臼歯の特徴

ここでは，野尻湖産のナウマンゾウ臼歯の特徴を各

計測項目ごとに，他の産地の標本と比較して明らかに

したい。他の産地としては，瀬戸内海の釈迦が鼻沖産

(Hasegawa, 1972)や備讃瀬戸産(樽野, 1988), 日本

海海底産（高橋, 1990)などを中心に比較する。これ

らの標本は，海底産であるために，その産出屑は明確

でないが，多量の標本が狭い地域から産出していると

いう点で，変異の検討には有効である。瀬戸内海海底

のナウマンゾウの産出層準は，中期更新世後期の沙弥

島層上部層（本座ほか， 1970）あるいは大槌島層上部

層（坂東ほか, 1978a,b) とされている(Hasegawa,

1972；樽野， 1988)。また， 日本海海底産の標本の産出

時代は, 23,000～38,000y.B.P.が報告されている

(星見・森岡， 1987；秋山ほか， 1988, 1989)。

a)咬板数

従来ナウマンゾウの咬板数については，ナウマン

ゾウの完模式標本，瀬戸内海地方およびその他の更新
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た。また術讃瀬戸産の下顎臼歯では20＋や原宿産の20

が存在する。このことから，第3大臼歯には， 18－20

の咬板数の変異がみられるものと思われる。

以上の各歯種における咬板数をまとめると日本産の

ﾅｳﾏﾝゾｳの咬板式は： ： ： :}濁謁:鶚二:：
となる。

b)歯冠長

歯冠長は，咬耗によってその値が減少する。図4に

は，野尻湖産の標本と瀬戸内海産標本の第3大臼歯の

歯冠長を比較した。これによれば，野尻湖産の標本は，

瀬戸内海産の標本に比較して上下顎ともに大きいこと

がよみとれる。また，瀬戸内海産の標本のなかでも釈

迦が鼻沖産の標本が備讃瀬戸産の標本より大きい傾向

にあることが伺える。

c)歯冠幅

が残存する標本が存在する。これより咬板数の多い標

本は，現在までのところ知られていない。したがって，

副咬板が咬板状に発達した場合15枚の咬板数が数えら

れる可能性があるが，基本的には14枚と考えられる。

第3大臼歯は，第2大臼歯同様多くの標本が知られ

ている。そのおもな標本は，静岡県浜松市佐浜産

(Makiyama, 1924),東京都原宿産(Hasegawa,

1972)，釈迦が鼻沖産,備調加戸産，野尻湖産などであ

る。

第3大臼歯の咬板数に関しては，亀井(1967, 1971)

は上顎で17-19,下顎で17-18, Hasegawa(1972)は

上下顎共に19,樽野(1988)は上顎18+,下顎20+と

した。

野尻湖産の標本では前述したように， ‐上顎臼歯では

完全な臼歯でも18器20+の変異があることを述べ

下顎第三大臼歯上顎第三大臼歯
｜
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第3大臼歯における残存咬板数ごとの歯冠長の値

●：野尻湖産○：釈迦が鼻沖産 ×：備讃瀬戸産（樽野， 1988）
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上下顎共に小さな値を示す。

歯冠幅では，上顎と下顎が同様な傾向を示していた

にもかかわらず，エナメル質の厚さでは上顎と下顎で

その傾向が異なるのは，上顎と下顎の臼歯の間でなん

らかの原因で産地間における形態変化の傾向が異なる

ことを示している可能性がある。

レンジをみると，上下顎とも上限の値にバラツキは

少ないが，下限は産地間でやや異なる。

推計学的手法をつかって， 95％の確率でもとめた野

尻湖産のナウマンゾウの第3大臼歯のエナメル質の厚

さの平均値は,上顎第3大臼歯が2.6±0.2mm,下顎第

3大臼歯が2.7±0.2mmである。

取り扱ったナウマンゾウ全体のエナメル厚のレンジ

では，上顎第3大臼歯では1.6-3.2mm(平均値2.6

mm),上顎第2大臼歯では2-31mm(平均値2.5

mm),下顎第3大臼歯では15-3.5mm(平均値2.7

mm),下顎第2大臼歯では1.9-2.9mm(平均値2.4

mm)である。

e)咬板頻度

瀬戸内海産の標本と比較すると，平均値は上下顎臼

歯ともに野尻湖産の釈迦が鼻沖産ではほぼ等しい力ざ，

備讃瀬戸産の標本では，上下顎臼歯ともに大きな値を

示す。その傾向は，特に上顎臼歯で著しい。 日本海産

の標本では，上顎臼歯は野尻湖産や釈迦が鼻沖産に類

似しているが，下顎臼歯では比較した産地の間で最も

小さい値を示す。

レンジでは，上下顎臼歯ともに各産地間で類似して

いるが，平均値と同様に備讃瀬戸産の上顎臼歯で，著

しく高い値を示している。

推計学的手法を使って， 95％の確率でもとめた野尻

湖産のナウマンゾウの第3大臼歯の咬板頻度の平均値

は，上顎第3大臼歯が6.2±0.3,下顎第3大臼歯が

第2および第3大臼歯の歯冠幅のレンジ，平均，標

準偏差を瀬戸内海産および日本海産の標本と比較した

結果は，図5に示した。その結果，平均値と標準偏差

の値をもとに描いた範囲は，上下顎ともに野尻湖産と

釈迦が鼻沖産力爵類似していたが，備讃瀬戸産はやや小

さい値を示した。日本海産の値は,上顎では野尻湖産・

釈迦が鼻沖産と備讃瀬戸産の中間的な値を示し，下顎

では釈迦力:鼻沖産に近い値を示した。

レンジは，その集団の値の範囲はわかるが，値の特

異な標本が1標本あるだけでその集団の傾向が変化し

てしまい，結論に大きな誤りを生じる。特に標本数の

少ない場合には， このことは起こりやすい。これに対

して，集団の分散の目安となる標準偏差の値と平均値

から描いた範囲は，標本数の多少に左右されにくく，

集団間の標準的な標本間の比較が可能である。この意

味で，野尻湖産と釈迦が鼻沖産の歯冠幅の傾向は，同

様の集団といえる。

推計学的手法を使って， 95％の確率でもとめた野尻

湖産のナウマンゾウの第3大臼歯の歯冠幅の平均値は

上顎第3大臼歯が82.7±3.8mm,下顎第3大臼歯が

81.2±4.2mmである。

また，取り扱ったナウマンゾウの歯冠幅全体のレン

ジは,上顎第3大臼歯では, 68-95mm(平均値81mm)

上顎第2大臼歯では58-78mm(平均値71mm),下顎

第3大臼歯では58-96mm(平均値75.5mm),下顎第

2大臼歯では59-79mm(平均値70mm) となる。

d)エナメル質厚

瀬戸内海産および日本海産の標本との比較では，平

均値と標準偏差では上下顎ともに野尻湖産と備讃瀬戸

産では，ほぼ同様な値を示す。これに対して，釈迦が

鼻沖産の標本では，上顎ではやや大きな値を示すが，

下顎ではやや小さな値を示す。 日本海産の標本では，

エナメル厚
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5.2±0.4である。また，取り扱ったナウマンゾウ全体

の咬板頻度のレンジは上顎第3大臼歯で45－9．7（平

均値6.5)，上顎第2大臼歯で5－8 （平均値6.4)，下

顎第3大臼歯で4－7 （平均値54)，下顎第2大臼歯

で4.5-7 （平均値5.6）である。

以上の形態を総合的にみると，野尻湖産の標本は瀬

戸内海産の標本に比較して歯冠長が長い大型の臼歯で

あるといえる。しかし，歯冠長は大きいとはいえ，歯

冠1幅においては備讃瀬戸産の標本群がやや小さな値の

ところに多いのをのぞけば，他の産地との明瞭な差異

はみられない。また，エナメル質の厚さや咬板頻度の

値では，備讃瀬戸産の標本が，小型な割に下顎でエナ

メル質が厚く，咬板頻度が上顎で著しく高いのが特徴

的である。野尻湖産と釈迦力罰鼻沖産の標本の間には，

歯冠幅，咬板頻度でほぼ同様の傾向がみられた。

先に述べたように，野尻湖産と釈迦が鼻沖産の標本

の産出時代は異なる。したがって，両者の時代的，地

理的変異はなかったこととなる。これに対して，備讃

瀬戸産と釈迦が鼻沖産の標本の間には，明らかな形態

的差異がみられる。両者は，時代的にも地理的にも近

いとされている。 2標本群の差異がどのようにして生

じたのかは今後の課題であるが，山本慶一（1988）は，

釈迦が鼻沖とされている高尾コレクションは，実際に

は瀬戸内海周辺の多地域から収集されたものであるこ

とを記しており，注意を要する。

かつた。

ここでは，野尻湖産の標本の成果をもとに，これら

の近縁種および亜種のシノニムが妥当かを再検討する。

トクナガゾウ

トクナガゾウは，松本（1924）により富山県祖山産

の右下顎第3大臼歯をもとに設立された。その特徴は，

狭歯冠(74mm),咬板数が少ない(13枚), よく咬耗し

たエナメル輪の菱形をなし，隣接するエナメル輪は接

するなどの特徴をもつとされた。

Makiyama (1938)はナウマンゾウの変異とみなし

ながらもE""72α〃αfs〃〃"泥""として独立した亜

種として残した。高井（1939）はその特徴とされる菱

形のエナメル輪の形態は,R邦α"""cz鱈においてもよ

く咬耗した標本では同様な形態力罰生じることから，ナ

ウマンゾウのシノニムとした。Hasegawa(1972)もナ

ウマンゾウのシノニムリストにあげた。

咬板数が完全な状態で13枚であるならば，明らかに

新種といえる。しかし， このタイプ標本を観察すると，

本来の臼歯の近心部力ざ咬耗しつくしており，著者らが

野尻湖標本でおこなったステージ分けでは27に相当す

る。このステージでは咬耗が進み，咬板数が減少する

うえに，先に述べたように下顎の臼歯では近心のエナ

メル輪は明瞭な菱形を示すのが普通である。したがっ

て，松本（1924）で述べられたトクナガゾウの特徴は，

高井（1939）力:指摘したように，ナウマンゾウの咬耗

の進んだ下顎臼歯の特徴にすぎず，別種とする根拠は

ない。野尻湖標本のなかでは，ステージ27後期の7NIII

Y14-31, 5NIE10-31などが同様な形態を示す。

Matsumoto (1929)は|､クナガゾウの変異種とし

て, Z,"0伽"〃(R)わ〃""fgZZ〃""ねγを提唱したが，

これも同様の咬耗段階の下顎臼歯である。

ヤベゾウ

ヤベゾウはMatsumoto(1929)によって瀬戸内海産

の下顎第3大臼歯をもとに, L. (R)""'α"αzy"6ei

として提唱された。その特徴は，完全な状態では17枚

の咬板をもつ，狭歯冠，咬板頻度はやや高い（6.5-

7)，結節は多く近接している，エナメル輪はよく咬耗

すると菱形だが，中程度の咬耗では菱形歯突起が発達

しエナメル輪の近遠心径は狭い,エナメル厚が薄い（1

-1.5mm),エナメル摺曲力:強い， とされている。

Makiyama(1938),高井(1939)はこの亜種をナウ

マンゾウのシノニムとしている。Hasegawa (1972)

は，ヤベゾウ型の下顎歯を薄切する過程で同様にナウ

マンゾウに属することを示唆した。

当時，松本はナウマンゾウの第3大臼歯の咬板数を

15枚と考えていたことからもわかるように，咬板数を

少なく見積もっていたことが伺える。ヤベゾウの咬板

数としてあげた17枚も少なく見種った結果といえる。

2）ナウマンゾウの臼歯にみられる変異について

a)近縁種・亜種の再検討

ナウマンゾウは,Makiyama (1924)によってはじ

めてナルバダゾウ及邦""α〃c"sの亜種として区別さ

れた。以来，臼歯にみられるわずかな形態的差異によ

って多くの新種あるいは新亜種が設立された。それら

には，

トクナガゾウ退犯α"""b"sわ〃"泥噌"i (=Z,. (R)

加細"4gzzi)松本, 1924

1､クナガゾウジュニアZ,. (R) jph"邦噌”ノ""07'
Matsumoto, 1929

ヤベゾウLα"伽""(〃"““0伽")〃”""”””
Matsumoto, 1929

セトゾウEﾉ助〃fzs(Rz"goﾉ“ひ伽〃）〃α"""bwssgjog"-

s応槇山, 1929

ヨコハマゾウP"hzeoﾉOxOdb"yoﾙo""""""s徳永, 1934

アオモリゾウ且〃"邦α〔"b"s"0"zo"e"s応徳永, 1936

などがある。これらは，その後ナウマンゾウのシノニ

ムとみなされ，種あるいは亜種の特徴とされたものは，

種内の変異あるいは臼歯の咬耗差とみなされるように

なった(Makiyama, 1938;高井, 1939;Hasegawa,

1972)。しかし，それらの多くは確かな根拠が示されな
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エナメル質の厚さもナウマンゾウに第3大臼歯で2

mmとしているように小さく読み取る傾向がみられる。

したがって， ここでもヤベゾウのエナメル厚としてあ

げられた値は，実際にはもっと厚いとみなくてはなら

ない。その他の糊致は，ナウマンゾウと特に差異はな

い。したがって，ヤベゾウはナウマンゾウのシノニム

と考えて差し支えない。

ヨコハマゾウ

ヨコハマゾウは，徳永（1934）によって横浜市鶴見

川河口からの上顎第2大臼歯をもとに提唱された。そ

の特徴は，エナメル質が厚〈 (3.2mm),摺曲が粗で，

咬板の基底部が厚く，稜間が狭いとされている。

Makiyama(1938),高井(1939),Hasegawa(1972)

はこれをナウマンゾウのシノニムとしている。

この模式種は，咬耗の進んだ上顎臼歯の遠心部ご

新種を設立するための特に目立った特徴は，ないよう

に思われる。

セトゾウ

セトゾウは，槙山（1929）によって提唱されたもの

であるが，正式な報告はなされていない。その特徴は，

広歯冠で菱形歯湾曲が弱く，エナメル摺曲が弱いこと

とされている。

Makiyama(1938),高井(1939),Hasegawa(1972)

はこれをナウマンゾウのシノニムとしている。

Makiyama (1938)自身が，単なる表現型の違いと

いっているように，広歯冠や菱形歯湾曲が弱いことは，

上顎臼歯の一般的特撤であり，別種とする根拠にはな

らない。

アオモリゾウ

アオモリゾウは,徳永(1936),TokunagaandTakai

(1936)によって青森県の七戸産の標本をもとに提唱さ

れた。この標本は，臼歯だけでなく体の骨も多く産出

した。臼歯は第1あるいは第2大臼歯と判定された。

特徴としては，小型で咬板数が多い（副咬板をのぞい

て12枚)こととされた。Hasegawa(1972)は，ナウマ

ンゾウのシノニムリストにあげている。

このタイプ標本の臼歯は，本来の近遠心端を残して

いる。現在の知識からいってこの臼歯は，第1大臼歯

にまちがいない。第1大臼歯であるならば，臼歯や他

の体の骨の大きさは標準的であって，特に小型である

とはいえない。この標本の咬板数が多いとされた理由

は，当時ナウマンゾウの咬板数が，少なく考えられて

いたのためと思われる。したがって，アオモリゾウは

ナウマンゾウのシノニムとして差し支えない。なお，

このゾウは一般にアオモリゾウと呼ばれているが徳永

(1938）の記載には， 「七戸象」と書かれていることを

記しておく。

以上のように従来設立された新種（亜種）は，ナウ

マンゾウと区別する特徴を持っていない。このことか

ら，現時点では日本からは，ナウマンゾウ以外の種(亜

種）は産出していないといえる。しかし一方で，臼歯

間に形態的差異がみられないからといって，実際に別

種（亜種）が存在しなかったとは断言できない。なぜ

ならば，ナウマンゾウの近縁の種間において，頭骨で

は明瞭な差異がみられるにもかかわらず（犬塚，

1977)，臼歯では互いに計測値が重なることが多く，明
瞭に識別できない場合が多いからである。その傾向は

下顎歯でより著しい。今後，頭骨や体の骨での観察が
必要である。

b)地理的変異

Makiyama (1938)は， 日本の更新世のナウマンゾ

ウの分布を西部，北部，南東部の3地域にわけ，それ

らの地理的変異についてふれた。それによれば，南東

部のは,E72. 〃α"”α"”タイプで， もっとも長期間

他地域から隔離されていたとしている。特徴は狭歯冠

型で，厚いエナメル質をもち，菱形歯湾曲が明らかで

あり，高歯冠であることを除けば,E".加ﾙz"2fZgzziに

類似しているとした。北部と西部では，エナメル質が

薄いのが一般的である。広歯冠型がE". sgjoe"siS,

狭歯冠型がE".""で，前者は後者より咬板中央

部の広がりは少なく，エナメル捲曲は少ない。しかし，

両者は同一地域から産することからも同一種の異なっ

た表現型であるにすぎないとした。

この西部，北部，南東部がどこをさしているのかが

問題であるが，それぞれのタイプ標本の産出場所から

考えて，西部は瀬戸内海地域，北部は北海道，南東部

は静岡を含んでいると考えられる。

一般的に地理的な変異を論じる場合には，同一時代

で一カ所から多くの標本が産出するような地域間の比

較が必要である。この点で，槇山の時代には不十分で

あったし，現在でも比較できる場所は少なく，明瞭な

差異は観察されていない。

c)時代的変異

亀井・小野寺（1973）は，ナウマンゾウの第3大臼

歯でよく認められる時代的変異として，古期のものは

エナメル質が著しく厚く，歯冠高は低く，歯冠幅も狭

く，咬板数も小さいとしている。中期（更新世後期前

期）のものでは，エナメル厚はやや薄くなり，歯冠高

は高まり，咬板数も増大するとしている。これに対し

て，新期のものでは，エナメル質は極端に薄くなり，

歯冠高は著しく増大し，歯冠幅は広く，咬板数も増す，

としている。

高橋・樽野(1985)は，野尻湖や瀬戸内海などのナ

ウマンゾウの標本が多産する地点の集団間に，形態的

差異がないかどうかをレンジと平均値で比較した。そ

の結果，時代が進むにしたがって，臼歯は大型化し，
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〈，狭歯冠型のものと，菱形をせず，エナメル摺曲が

強く，やや広歯冠型の2つのタイプを識別している。

この2型は，同一地域にみられることから，雌雄差の

可能性を示唆した。

野尻湖標本には極端に小型の個体がみられるが，現

時点ではこれが雌雄差かどうかは判断できない。亀

井・小野寺（1973）の指摘した2型は，咬耗の進んだ

ものと進まないもの，あるいは上下顎歯の差， もしく

はその両者の複合と見なされる。側雌差は一般的に体

の大きさを反映して，臼歯の大きさに現れると思われ

る。

3）年齢構成

野尻湖産の臼歯の年齢構成については，野尻湖哺乳

類グループ(1980)で述べられている。それによれば，

30～40歳が半数を占め， 20～30歳および40歳以上が

各々約20％であるとされている。

今回, Laws(1966)のアフリカゾウの臼歯の年齢査

定をもとに，他の産地のナウマンゾウとも比較して，

野尻湖産の63標本について年齢査定をおこなった。そ

の結果，上顎ではステージ16-27の標本がみられ，下

顎ではステージ2あるいは3－27までの標本がみられ

た。このうち，下顎歯ではステージ20以上の標本の産

出が多いが，上顎歯では産出しているステージのなか

では特にどれが多いということはない。しかし，いず

れにしても，現在のところ年齢にして20歳以上の成獣

が多いということに変わりない（図6)。

上下顎でグラフが一致しないのは， この発掘地の化

石が水流の影響等が分散していることに加えて化石化

の過程で破壊された標本があること， まだ発見されて

いない標本があることなどが原因と思われる。

それにともなってエナメル質が厚くなり，咬板頻度は

低くなるとした。

今回，各計測値を平均値と標準偏差をもちいて比較

した結果，瀬戸内海産の標本に比べ野尻湖産の標本は，

歯冠幅よりも歯冠長が増加しているが，その割にはエ

ナメル質の厚さや咬板頻度，咬板数には差異は少ない

ことがわかった。したがって， この間には大きさ以外

には時代的な変化はないといって差し支えない。ただ

し，エナメル摺曲に関しては，瀬戸内海産のものには

野尻湖産のものよりも発達したものがみられた。二者

は地理的にも異なるが時代的にも異なる。この差異は

何によるものかは今後の課題である。

d)雌雄差

勉井・小野寺（1973）は，第3大臼歯のエナメル輪

の形態にもふれ，菱形の形態をし，エナメル摺曲が弱

個数上顎歯
14

12

10

8

6

4

2

－

－－

16－20 21－25 26－

個数
1V まとめ

1．野尻湖産のナウマンゾウ臼歯（上顎歯28標本，下

顎歯35標本）の計測値，咬耗のステージを示した。

2・瀬戸内海産および日本海産のナウマンゾウと比較

した野尻湖産の臼歯の特徴は，歯冠長が大きい割

には歯冠幅，エナメル厚，咬板頻度に差異が少な

いということである。また，同じ瀬戸内海産の標

本である，釈迦が鼻沖産の標本と術讃瀬戸産の標

本の間には，野尻湖産と釈迦が鼻沖産以上の計測

値の差異がみられた。

3． 1920年代-30年代には，ナウマンゾウに近縁な新

種あるいは亜種が多く設立されたが， これらは野

尻湖産の臼歯の個体変異に照らし合わせてもなん

ら新種（亜種） とする根拠を持っていないことを

ギ罰雁認した。

4．ナウマンゾウの地理的変異，時代的変異，雌雄差
は、従来いわれてきたようには臼歯において明瞭

14
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図6野尻湖産臼歯の咬耗段階別個数

ステージは, Laws (1966)に従った。
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に認められない。今後，関東地方のような一地域

で多くの標本が産出しているような場所をさらに

加えた集団どうしの比較が必要である。

野尻湖産の臼歯の年齢構成は, 20歳以上の成獣が

多い。
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図6右上顎第2あるいは第3大臼歯の脱落歯(10NIIIO17-20)
舌側面，咬合面

図版VII

図1右下顎第3大臼歯(4N115-4=4056)咬合面，舌側面

図2右下顎第3大臼歯(10NIC10-4)咬合面，舌側面

図3右下顎第3大臼歯(7NIIIY14-31)咬合面，舌側面

図版ⅦI

図1右下顎第3大臼歯(74111-1=5705)唆合面，舌側面

図2右下顎第3大臼歯(5NIE10-31=5378)咬合面，舌側面

図3右下顎第3大臼歯(7419-3=5706)咬合而，舌側面

図4右下顎第3大臼歯(7N雪排溝-8)咬合面，舌側面

図版IX

図1 左下顎第3大臼歯(7411r-1)咬合而，頬側面

図2左下顎第3大臼歯(8NIIIP23-2) l唆合而，舌側面

図3左下顎第3大臼歯(7411h-1=5703)咬合面，頬側面

図版X

図1左下顎第3大臼歯(7NIIIY14-14)咬合面，頬側面

図2左下顎第3大臼歯(9NIIIQ13-37, 17-65, 18-21)咬合
面，頬側面

図3左下顎第3大臼歯（840421-1）咬合面，頬側面

図4左下顎第3大臼歯(5NIIIU2-10=5495)頬側面

図版XI

図1左下顎第3大臼歯(8NIIIY12-1)咬合面，頬側面

図2左下顎第3大臼歯(8NIIIH11-5)咬合面，頬側而

図3左下顎鰯3大臼歯(6NIIIZ' 4-38)咬合面，頬側面

図4左下顎第3大臼歯(8NIIIH12-40)咬合面，頬側面

図5右下顎雛2大臼歯(6NIIIN10-46)咬合面，舌側面

図6右下顎第2大臼歯(10NIIIZ7-6)咬合面，舌側面

図7右下顎第2大臼歯(6NIIIW3-17)咬合面，舌側面

図版XII

図1右下顎第2大臼歯(8NIIIP16-25)咬合面，舌側而

図2右下顎第2大臼歯（番号不明）咬合面，舌側面

図3右下顎第2大臼歯(5NIIIT2-14)咬合面，舌側而

図4左下顎第2大臼歯(8NIIIJ28-3)咬合而，頬側而

図5左下顎第2？大臼歯(6NHIL5-2)咬合面，頬側而

図6左下顎第3あるいは2大臼歯(8NHIG24-3)咬合面，頬
側面

図7左下顎第3あるいは2大臼歯(6NIIIZ5-1)咬合面,頬側
面

図版XIII

図1 左下顎第2あるいは1大臼歯(7NIIIJ19-4)咬合面，頬
側面

図2左下顎第2あるいは1大臼歯(9NIIIQ16-48)咬合面，
頬側而

図3左下顎第2あるいは1大臼歯(8NIIIH8-37)咬合面，頬
側而

図4右下顎第1大臼歯(8NIIIJ27-4)咬合面，舌側面

図5脱落歯(9NIIIQ2-19)咬合面，側面

図6脱落歯(8NIIIC18-3)咬合面，側而

図7右下顎第3乳臼歯(7NID19-7)咬合面，舌側面

図8右下顎第2乳臼歯(9NIG9-23)咬合面，舌側面

図版XⅣ

図1脱落歯(9NIIIQ15-47)咬合而，側面

図2脱落歯(6NIIIX5-11)咬合面，側而

図3脱落歯(6NIIIZ11-28)咬合面，側面

図4脱落歯(6NIIIH5-14)咬合面，側面

図5脱落歯(9NIIIQ18-17)咬合面側面

図6脱落歯(9NIUQ19-20)咬合面、側面

然史博物館． 1-6

図版の説明

図版I

図1右上顎第3大臼歯(4N1118-2=4125)舌側面，咬合而

図2右上顎第3大臼歯(3ND3-5=3006)舌側面，咬合而

図3右上顎第3大臼歯（74試B-1)舌側面，咬合面

図版11

図1右上顎第3大臼歯(6NIIIV10-1)舌側面，咬合而

図2右上顎第3大臼歯(10NIIIE16-52)舌側而，咬合而

図3右上顎第3大臼歯(5NIIIX12-7)舌側而，咬合而

図版111

図1右上顎第3大臼歯(7NIIIM10-5)舌側而，咬合而

図2右上顎第3大臼歯(8NIIIP15-47)舌側面，咬合面

図3上顎第3大臼歯(7411K排-1)舌側面，咬合面

図4右上顎第3大臼歯(9NIIIQ14-36)舌側面，咬合面

図版1V

図1左_上顎第3大臼歯(7N雪排瀧-9)頬側面，咬合而

図2左上顎第3大臼歯(0001)頬側面，咬合面

図版1V

図1左上顎第3大臼歯(7N雪排瀧-9)頬側面，咬合而

図2左上顎第3大臼歯（0001）頬側面，咬合而

図3左上顎第3大臼歯（840430-1）頬側面，咬合而

図4左上顎第3大臼歯(10NIVZ31-1)頬側面，咬合而

図版V

図1左上顎第3大臼歯(10NIIIO22-1)頬側面，咬合而

図2左上顎第3大臼歯(10NIIIE31-1)頬側面，咬合而

図3左上顎第3大臼歯(7NIIIM20-9)頬側而，咬合而

図4右上顎第2大臼歯(4N13-1=4008)舌側面，咬合面

図版VI

図1右上顎第2大臼歯(7NIIIZ9-21)舌側面，咬合面

図2右上顎第2大臼歯(8NIIIU15-6)舌側面，咬合而

図3右上顎第2大臼歯（番号不明）舌側面，咬合而

図4左上顎第2大臼歯(6NIIIN12-2)頬側面，咬合面

図5右上顎鋪2大臼歯(9NIIIQ4-26)舌側面，咬合面
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高橋ほか図版I
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高橋ほか図版Ⅲ
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高橋ほか図版1V
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高橋ほか図版V
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高橋ほか図版VI
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高橋ほか図版V11
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高橋ほか図版Vlll
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高橋ほか図版Ⅸ
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高橋ほか図版X
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高橘ほか図版XI
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高橋ほか図版XII
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高橋ほか図版XIII

1

‘ 5

1－6
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

10cm

7

蝋蕊
|画ア

5cm
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

3Cm

31－



高橋ほ力図版XIV
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